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令和 4 年度 香川県支部のまとめと次年度に向けて 

 

R.5.1.22 運⑥ 

◎会員 

 R4.12/1 現在 25 名⇒ 正会員 21、賛助会員 3、特別会員 1 

正会員の内訳  患者：6 名（在宅 4、入院 2） 

家族：3 名（在宅 2、入院 1） 
親族：6 名   
遺族：6 名 

◎支部メーリングリストの登録者 

 R4.12/16 現在 11 名⇒ 正会員 9、非会員 2 

 

１ 本年度の取り組み 

（１）主要支部行事の内容と参加数等（役員：オブザーバー、顧問） 

6/12 支部総会 

    参加者 11（患者 2、家族等 6、役員 2、関係機関 1） 

6/12 支部研修会「在宅療養者の防災対策」発表：岩本 

   参加者 19（患者 3、家族等 6、役員 1、関係機関 9） 

7/24 第 1 回茶話会 

     参加者 19（患者 3、家族等 4、関係機関 1、学生 11） 

     話題 ・人工呼吸器のカフエア漏れの対処について 

・在宅療養者や入院患者の防災対策について 

・コロナ禍の楽しみづくり 等   

9/11 第 2 回茶話会 

     参加者 22（患者 4、家族等 6、関係機関 1、学生 11） 

     話題 ・症状の進行に対する不安や対応について 

・介護者や家族がコロナに感染、濃厚接触者になった場合は？ 

・重度訪問介護、遺族の思い 等 

11/20  支部研修会「コミュニケーション機器等の紹介」講師：篠原、六車 

       参加者 14（患者 4、家族等 7、役員 1、関係機関 2） 

12/11 第 3 回茶話会 

     参加者 18（患者 3、家族等 6、役員 1、関係機関 3、学生 5） 

     話題 ・コロナに感染した時の福祉サービスの利用について 

        ・男性介護者の生活と介護の両立について 

        ・介護者にとっての心理職の役割や期待等について 等 

3/12 第 4 回茶話会（予定） 
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 〇参加の実態と次年度に向けて 

  ・運営委員 7 名以外の患者・家族会員の参加は毎回 1～2 名で固定化している。 

  ・11 月研修会、12 月茶話会には 1 組ずつ非会員の患者・家族の参加があった。 

・12月茶話会には、初めて高松医療センター入院患者の非会員家族の参加があった。 

・6 月と 11 月研修会（欠席）、12 月茶話会に関係機関（保健師）の参加があった。 

・茶話会に長年参加されてきた事業所（1）に案内をだしているため参加があった。 

・学生は毎回 10 名前後の参加があった。 

  ※渡島保健所（北海道函館市）を通して「オンライン茶話会への参加」の問い合わせ

があった。3 月の茶話会に希望の患者・家族が参加されるかもしれません。 

 ⇒次年度に向けて 

正会員の患者・家族の中には症状の重度化や高齢化、遺族や親族の中には支部設立

当初より賛助的な立場の会員が多いため、今後の支部活動への参加も現状程度と思わ

れる。しかし、少しずつオンライン茶話会や研修会に初参加の患者・家族、保健師等

の参加が見られだした。 

そこで、次年度は支部会員のオンライン（Zoom）参加を増やすとともに、初参加の

患者・家族、保健師等の関心も探りながら研修会や茶話会の内容等を検討したい。特

に、茶話会では「雑談や交流的な内容等」を取り入れたり、初参加者の話題を中心に

話し合ったりして「また参加したい。」と思えるような運営を工夫したい。 

 

〇その他の活動について 

・9/25 避難訓練の実施（岩本） 

  ・高松医療センターでのミニコンサート、中讃茶話会は中止 

  ・支部だより「きぼう」第 14 号・第 15 号（3 月予定）発行 

  ・支部ホームページ及び支部メーリングリストの管理・情報掲載等 

  ※初参加者にはメールでお礼とメーリングリストの登録を勧めています。 

  ※支部ホームページの移転は、3 月末までにお願いします。 

⇒次年度に向けて 

・コロナの感染状況にもよるが、どの活動も実施にむけ計画したい。 

 

（２）各行事等の案内について 

【会員】 

・支部総会案内・資料、支部だより ⇒ 全会員にペーパーで郵送、HP 掲載 

・秋期支部研修会、茶話会案内等  ⇒ メーリングリスト or ハガキ、HP 掲載 

・本部・他支部等研修案内及び情報 ⇒ メーリングリスト 

 



3 

 

＜案内方法＞ 

・メーリングリスト 9 名 

・郵送（ハガキ含む）12 名 

・案内不要 4 名（支部総会案内・資料、支部だよりは郵送） 

【関係機関、患者・家族等】 

・県健康福祉総務課、小豆、東讃、中讃、西讃事務所、高松市健康づくり推進課 

高松医療センター、香大附属病院地域連携室、リハセンター 

・事業所 自立ケアシステム香川 

＜案内方法＞ 

  ・A4 の案内チラシ等を数枚ずつ掲示・周知用に郵送している。 

  ※各保健福祉事務所には健康福祉総務課より送ってもらっている。 

  ・患者・家族には関係機関の判断で個別に周知してもらっている。 

 ⇒次年度に向けて 

  ・全会員に年度始めに案内方法等の希望アンケートを取る。 

  ※アンケート実施時に支部ホームページの移転周知も行う。 

・支部会員だけでなく初参加者にもメーリングリスト登録を勧める。 

・初参加者で希望があれば以後の案内チラシ等を送信する。 

・基幹病院や県担当窓口に依頼し、初期患者に支部活動の情報を届きやすくする。 

 

２ 令和 5 年度の取り組み（予定） 

（１）主要支部行事 

〇支部総会・講演会 ⇒鎌田先生に講演依頼（了承済み） 

 仮「県内 ALS 患者の傾向・特性、療養実態や課題」で依頼 

〇茶話会 ⇒年 4 回、香大 Zoom 利用、「交流的内容も導入」 ※清水先生に相談中 

※学生の訪問ボランティア（在宅患者対象）も可能であれば再開を検討 

〇ミニコンサート ⇒全会員対象。演奏を Zoom、YouTube 等で放映してはどうか？ 

〇秋期研修会 ⇒会員や担当者の希望等を参考に検討 

（２）運営委員の改選 

  ・運営委員候補者を推薦してほしい。2～3 年後に新体制に移行したい。 

・現顧問退職後（R6 年度から）の支部顧問 →清水先生に相談中   

（３）担当分担 

  ・1 人 2 つの担当をお願いしたい。最終的に事務局の方で調整させていただく。 

・各行事 2 人以上で担当。1 人が責任者になる。運営は全員で対応する。 

・どの行事も「来年度に向けて」を踏まえ、立案の段階で事務局にご相談ください。 

  ・専門的な担当は、名前を記載させていただく。 
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  〇支部総会・講演会   …… （   ・   ） 

〇秋期研修会       …… （   ・   ） 

〇ミニコンサート    …… （   ・   ） 

〇茶話会         …… （   ・   ）※大学との連絡調整は事務局 

〇発行物（支部だより等）…… （事務局・   ） 

〇デジタル係（HP.ML 等）…… （ 氏原 ・   ） 

  

３ R5 年度の主要行事（予定） 

月日 行事 運営委員会等 開催方法 

4/2or9（日）  運営委員会①  会場(or)LINE 

5/7or14（日）  運営委員会②  LINE 

5/27（土）？ 本部総会 支部代議員参加  

6/18or25（日） 支部総会・講演会   会場・作 Zoom 

7/2or9（日）  運営委員会③ LINE 

7/23or30（日） 茶話会①  会場・看 Zoom 

8/20or27（日） きぼう第 16 号 運営委員会④ LINE 

8～9 月（水） ミニコンサート  作 Zoom？ 

9/10or17（日） 茶話会②  会場・看 Zoom 

10/8or15（日）  
 

運営委員会⑤ LINE 

11/2or11/7（火） 中讃茶話会  会場 

11/19or26（日） 秋期支部研修会  会場・作 Zoom 

12/10or17（日） 茶話会③  会場・看 Zoom 

1/14or21（日）  運営委員会⑥ LINE 

2/11or25（日） きぼう第 17 号 運営委員会⑦ LINE 

3/10or17（日） 茶話会④  会場・看 Zoom 

※支部総会・講演会、秋期支部研修会の期日は講師等の都合で変更も有り 

※会場は高松医療センター。会場が使える場合は Zoom も併用（希望があれば） 

 会場が使えない場合はオンライン（Zoom）のみ 

※作 Zoom は香川県作業療法士会の Zoom、看 Zoom は香大看護学科の Zoom 


